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１．事業概要

　　　１）事業者名及び代表者名

　　　　　　　株式会社　荒川建設

　　　　　　　代表取締役　　　荒川 福男

　　　２）所在地
　　　　　　　〒881－0103　　宮崎県西都市大字加勢5326番地

　　　３）環境管理責任者
EA-21責任者　 ： 荒川 福男

　　　４）連絡先
　　　　　　　連絡担当者　：　荒川 加奈

TEL　 ： 0983-44-5777

FAX　 ： 0983-44-6001

　　　　　　　E‐mail： 　araken@face.ne.jp

　　　　　　　

　　　５）事業活動の内容
　　　　　　　

　　　６）対象範囲 ・・(全社・全組織・全活動)
　　　　　　　・認証登録範囲　　　　　　土木一式工事、とび・土工工事　

・レポートの対象期間　　　２０２１年１０月～２０２２年９月

・レポートの発行日　　　 　２０２２年１０月３１日

　 　７）事業規模

８）推進組織

土木部門 総務部門

従業員数
160

7 7
床面積（㎡）

総敷地面積（㎡）

代表者

EA21責任者

2

1,200

7
132

2

132 132
1,200 1,200

建設業（土木一式工事、とび・土工工事、舗装工事、しゅんせつ工事、
水道施設工事）

活動規模

120

2020年 2021年2019年

180売上高（百万）

工事等件数 2

（２）



２．環境経営方針

  私達は、積極的に環境問題を認識し、優先課題と位置付けて、

当社の事業活動のあらゆる分野で、自主的、積極的に環境保全に

取り組み、循環型社会の構築に努め、持続可能な社会の実現に貢献

致します。

１． 当社は、法面工事、土木工事の事業活動を通じて、

　　環境経営マネジメントシステムを構築し、環境経営目標・

    環境経営計画を定め、継続的な改善に努めます。

２．関連する環境の法規制を遵守するとともに、行政機関・団体

　　地域の要請に協力します。

３．社員の働きやすい環境の整備に取り組みます。

４． 法面工事、土木工事事業に於いて、環境に与える影響

　　を削減するために、次の事項に対して優先的に取組みます。

　 ① 化石燃料、電気使用量の節減による二酸化炭素排出量の削減　　

　 ② 建設資材の省資源、廃棄物の３Ｒ（減量・再使用・再生利用）の推進

　 ③ 節水活動による水使用量の削減

　 ④ 工事事業においては、環境に配慮した施工等、無駄な伐採を行わずに

　　　環境緑化に努めます
   
５． 環境保全に関する啓蒙・啓発と、地域での社会貢献活動に
　　努めます。

　この環境経営方針は、当社全従業員に周知徹底するとともに、

　一般に開示します。

策定日 2020年10月20日

　株式会社 荒川建設
 　代表取締役 荒川 福男

環　境　経　営　方　針

（３）



３．環境経営目標（次年度の目標を含む）
＊2017年10月～2020年9月の実績平均値から新たな基準値を設定し、
　　中期（３ヶ年）の目標値を設定しました。

基準値
(2017年10月～

2020年9月)

　2020年度
(2020年10月～

2021年9月）

　2021年度
(2021年10月～

2022年9月)

　2022年度
(2022年10月～

2023年9月)

全社 35,459.7 35,424.3 35,388.8 35,353.4

0.1％削減 0.2％削減 0.3％削減

事務所 4,501.0 4,496.5 4,492.0 4,487.5

0.1％削減 0.2％削減 0.3％削減

事務所 1,615.8 1,614.2 1,612.6 1,611.0

現場 4,096.8 4,092.7 4,088.6 4,084.5

全体 5,712.6 5,706.9 5,701.2 5,695.5

0.1％削減 0.2％削減 0.3％削減

現場 7,664.3 7,656.6 7,649.0 7,641.3

現場
100%

(114.8t)

全体 2回／年

全体

＊建設副産物のリサイクル率は（再利用＋再生利用＋熱回収）÷総排出量×１００

＊水資源は山水を使用しているため計量していません。

＊自らが施工する環境配慮の目標は、当該事項の環境活動計画を遵守することを目標とします。

４．環境経営目標の実績

実施区 目標値 実績 達成率 評価

全社 35,388.8 35,255.2 100.3% 〇

事務所 4,492.0 4,603.0 97.6% ×

事務所 1,612.6 1,342.1 120.2% ○

現場 4,088.6 4,229.5 96.7% ×

全社 5,701.2 5,571.6 108.4% ○

現場 7,649.0 7,636.2 100.2% 〇

全社 11.1 8.2 134.1% ○

現場 95%以上
100.0%
(65t)

100.0% ○

現場 清掃・休日確保 〇 〇 ○

全社 節水努力 節水しています ━ ○

全社 ２回以上/年 2 100.0% ○

全社
環境活動計画の

遵守
環境活動計画を遵

守しました
100.0% ○

＊実績は２０２１年１０月～２０２２年９月の実績です。
＊建設副産物のリサイクル率は（再利用＋再生利用＋熱回収）÷総排出量×１００
＊電力の二酸化炭素係数は、九州電力の０．４６３を使用しています。
＊二酸化炭素の総排出量は灯油を含んでいます。

年 度 別 環 境 経 営 目 標

清掃・休日の確保

2回/年

全社 11.1kg 11.1kg

リサイクル率９５％以上

11.1kg
 実績平均
(11.1kg)

節水努力

５．環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の取組推進

４．水資源使用量の削減（㎥）

━現場

未計量全体

実施区

①電気使用量の削減
     （ｋＷｈ）

６．自らが施工する環境配慮

取組み項目
（目標項目）（単位）

３．現場作業環境の整備

２
．
廃
棄

物
の
削
減

①.　一般廃棄物の削減
              (㎏)

②．建設副産物の
　　　ﾘｻｲｸﾙ率向上(％)

１．二酸化炭素排出量の削減
　　　　　（ｋｇ-CO2）

①一般廃棄物の削減(㎏)

②建設副産物の
　  リサイクル率向上(％)

取組み項目
（目標項目）（単位）

１
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

②ガソリン使用量の削減（ℓ）

③軽油使用量の削減（ℓ）

環境経営計画の遵守

６．自らが施工する環境配慮

４．水資源使用量の削減（㎥）

５．環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動（回数）

②ガソリン使用量の削減
  　　　     （ℓ）

③軽油使用量の削減
   　　　　  （ℓ）

３．現場作業環境の整備

二酸化炭素排出量削減

①電気使用量の削減（kWh）

２
廃
棄
物

の
削
減

（４）



　　5．環境経営計画と取組結果及びその評価

取組項目 主要な活動内容 取組みの結果 評価

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底 〇

②空調温度管理（設定温度遵守） 〇

③印刷時の計画的な使用(まとめて印刷) 〇

①荷台(ﾄﾗﾝｸ)に不要な物を積まない 〇

②ﾀｲﾔ空気圧の定期的な点検 〇

③忘れ物によるUﾀｰﾝ防止
     (事前段取りの徹底)

〇

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなど) 〇

②重機の定期点検整備の実施 〇

③ﾀｲﾔ空気圧の定期的な点検 〇

④重機のﾌﾙｱｸｾﾙ抑制運動の展開
     (ｱｸｾﾙ８割運動)

〇

①廃棄物の分別計量と記録 〇

②コピー用紙などの節減 〇

③資材梱包材の業者持帰り依頼 〇

①産廃委託契約の履行 〇

②廃棄物の分別による建設副産物の
   再資源化促進

〇

③残余材を出さないこまめな発注 〇

①休憩所の設置・清掃 〇

②作業休日の確保(週休二日制など) 〇

①洗車時のこまめな蛇口開閉 〇

②節水シール添付による意識の高揚 〇

①事務所周辺の清掃活動 〇

②現場周辺の清掃 〇

③地域ボランティア活動参加 〇

①環境配慮型重機
    (低騒音・排ｶﾞｽ対策型)の使用

〇

②再生資材等の環境配慮製品の優先購入 〇

③工期短縮の創意工夫 〇

・水資源使用
　量の削減

山水を使用していますが、節水努力をしていま
す。

・環境に配慮
　した創意工夫

現場で使用する重機等は、全て排出ｶﾞｽ対策型を
使用し、資材は出来る限り再利用製品の材料を
使用した。工期短縮については発注者に作業方
法の変更などを提案し、施工をおこなった。

・環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
　の取組推進

県主催の小学校の奉仕作業・橋の清掃活動に参
加した。また、現場周辺は常に道路清掃、整理整
頓に気配りをした。継続して地域貢献のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
に積極的に参加する。

･電気使用量
　の削減

･ガソリン使用
　量の削減

･軽油使用量
　の削減

・一般廃棄物
　の削減

・建設副産物の
　リサイクル向上

・現場作業環境
　の整備

現場事務所と休憩所を別棟にし、作業環境の整
備を継続した。
週休二日については継続中です。

電気のこまめな消灯、OA機器の省電力、空調の
温度管理を行ったが、目標を達成できない月が
あった。
書類印刷をまとめて行うなど、対策を継続する。

契約現場が遠方の為、現場の目標を達成できな
かった月もあったが、ガソリン全体合計では達成
できた。
このまま対策の継続を行う。

重機の使用前点検、過剰な暖気運転やアイドリン
グストップを徹底したが、吹付工事の重複などで
重機の稼働が多い時期などは目標を達成できな
い月もあった。

一般廃棄物は徐々に削減できているので、このま
ま対策を継続する。

リサイクルは引き続き現場での分別の徹底による
再資源化の推進を図っていく。
また、現場で残った資材については倉庫で保管
し、次の現場で使用できるように行った。

（５）



６.次年度の取組内容

取組項目 主要な活動内容

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底

②空調温度管理（設定温度遵守）   

③印刷時の計画的な使用（まとめて印刷）

①荷台（トランク）に不要な物を積まない

②タイヤ空気圧の定期的な点検

③忘れ物によるUﾀｰﾝ防止(事前段取りの徹底)

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟなど)

②重機の定期点検整備の実施

③タイヤ空気圧の定期的な点検

④重機のﾌﾙｱｸｾﾙ抑制運動の展開(ｱｸｾﾙ８割運動)

①廃棄物の分別計量と記録

②コピー用紙などの節減（裏紙使用など）

③資材梱包材の業者持帰り依頼

①産廃委託契約の履行

②廃棄物の分別による建設副産物の再資源化促進

③残余材を出さないこまめな発注

①休憩所の設置・清掃

②作業休日の確保(週休二日制など)

①洗車時のこまめな蛇口開閉

②節水シール添付による意識の高揚

①事務所周辺の清掃活動

②現場周辺の清掃

③地域ボランティア活動参加

①環境配慮型重機(低騒音・排ｶﾞｽ対策型)の使用

②再生資材等の環境配慮製品の優先購入
③工期短縮の創意工夫

＊昨年見直した項目など、今期再徹底して取組みます。
＊年度途中であっても、事業内容や社会環境の変化があった場合は、適時見直します。

・環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の
　　　　　　取組推進

・環境に配慮した
　　　　　　　創意工夫

･電気使用量の削減

･ガソリン使用量の削減

･軽油使用量の削減

・一般廃棄物の削減

・建設副産物の
　　　リサイクル率向上

・水資源使用量の削減

・現場作業環境の整備

（６）



７．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果
　　　　並びに違反訴訟の有無

当社の主な関連法規
廃棄物処理法・建設リサイクル法・オフロード法

８．代表者による全体評価と見直しの結果

当社の事業に関係する環境関連法規は担当者が定期的に新規を確認しています。
なお、関連法規制の遵守状況確認を実施した結果、違反はありませんでした。
また、関係当局から違反の指摘及び地域住民からの訴訟もありませんでした。

現場での遵守状況は、安全パトロール中や社内検査時などで確認しています。

工事の受注状況によっては、現場が重複したりすると燃料・電気使用量の目標値を
達成できない月もあったが、全体評価としては目標値を達成できた。
削減対策等をこのまま継続して行う。

（７）


